
2013.01.06-Nippon 蘇れ-改革敬遠　「薄まる」大学　読売新聞
一

日本の「大学」が薄まっ

一ている。
一
頭脳を集め、育成するべ

き場所なのに、学生も教授

陣も、学びの質も、〈希薄

化〉した。「社会のニlズ，
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意識が薄い。後
東京大学は昨年、浜田純

一学長の主導で、学年の始

まりを世界の主流に合わせ

る「秋入学」構想を打ち出

した。各国の大学との入学

時のズレをなくし、意欲あ

る学生や研究者の行き来を

活発にして教育、研究を国

際化しよう
｜｜。構想は、

東大が先導すれば一気に他

大学にも広がると思われた

が、すぐ暗礁に乗り上げた。
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「政府も応援してくれな

いし、他大学もついてこな

い。学内さえ反対がある」

（東大幹部）。国家試験日

程との調盤など、秋入学で

生じる様々
な面倒ごとへの

懸念が足を引っ張った。構

想は結局、「春入学、秋始

業」という中途半端な形に

軌道修正された。

大学数
｛通信制六のぞ＜＞
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大学も、大学生も、粗製

乱造されている。希望者は

学費を払えばどこかの大学

に入学できる大学金入時代

だ。卒業審査も甘い。もは

や大学すべてを「学問の府」

とは時ベず、湘汰や役割分

担は避けられない。

生き残るのは、どのよう

な大学だろう。

秋田市にある国際教盤大

学。その図岱館は365回

目的時間闘いていて学生の姿

が絶えない。猛勉強しない

と、英語で行う少人数授業

について行けないからだ。

4年で卒業できる学生は

約半数という厳しさだが、

事業生への企業の評価は旧

帝大と肩を並べる。トップ

ダウンの手法に加え、自治

体の出資もあり実現できた

もので、学生の数を確保し

なければ財政的に苦しい大

学には、まねは出来ない。

保

既存の大学は、変革が必

要と知りながらも、安泰を

保証された幹部や教授ほど

変化を敬遠しがちだ。教育

の改善、出口（事業）管理

の強化：：：。中央教育審議

会などが初年以上前から提

言してきた改革案は一部し
か実現していない。

「ずっと同じ議論をして

いる。問題点は分かってい

るのに、変える場合は一律

にやろう、と考えるから動

かない」。文部科学省幹部

は自噺気味に言う。

文科省は昨年、「社会変

化に対応できない大学の退

場」や国立大の役割分担を

盛り込んだ「大学改革実行

プラン」を公表した。来年

までに集中して実行すると

スピード感を強調したが、

個々
の大学がどう変わるの

かは、現時点でも不透明だ。
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大
学
改
革
が
進
ま
な
い
要
因

の一
つ
に
意
思
決
定
シ
ス
テ
ム

の
機
能
不
全
が
あ
る。

世
界
が

大
き
く
動
い
て
い
る
時
代
に、

明
確
か
つ
迅
速
な
判
断
は
と
て

も
重
要
だ。

だ
が
多
く
の
大
学

で
は、

教
授
会
が
意
思
の
決
定

を
担
っ

て
い
る。

学
長
が
改
革

を
提
案
し
て
も、

教
授
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
や
利
害
が
絡
み、

合

意
が
難
し
い。

私
が
学
長
を
務

め
た
東
京
外
語
大
で
も、

英
語

教
育
法
一
っ
と
っ

て
も、

な
か

な
か
改
善
が
進
ま
な
か
っ

た。

創
立
か
ら
か
か
わ
っ

た
国
際

教
養
大
で
は、

学
長
の
強
い
権

限
の
下
で
速
や
か
に
意
思
決
定

す
る
体
制
を
作
っ

た。

理
念
に

は、

世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材

の
育
成
を
か
か
げ
た。

日
本
の
大
学
の
問
題
点
は、

幅
広
く
深
い
知
識
を
身
に
着
け

る
教
養
教
育
が
失
わ
れ
た
こ
と

だ。
世
界
に
佐

す
る
大
学
で
は、

ー
面
の
続
き私の処方隻

込注l与
で子晶

専
門
を
超
え
総
合
的
に
考
え
発

信
で
き
る
力
を
つ
け
よ
う
と
し

て
い
る
が、

日
本
で
は
大
学
院

教
育
が
法
科
や
教
員
養
成
な
ど

に
特
化
さ
れ
る一

方、

学
部
の

教
養
教
育
が
空
洞
化
し
た。

語

学
力
を
含
め
た
教
養
教
育
は、

人
格
形
成
に
欠
か
せ
な
い。

学

部
で
教
養
を
醸
成
し
た
上
で、

大
学
院
や
企
業
で
専
門
的
知
識

を
身
に
着
け
れ
ば
よ
い。

学
生
に
は
も
っ

と
勉
強
さ
せ

な
い
と
い
け
な
い。

国
際
教
養

大
の
授
業
は
少
人
数
制
で
す
べ

。口

、

． 
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大
学
改
革
は
喫
緊
の
課
題

だ
が、
単
に
欧
米
大
学
の「
コ

ピ
l」

で
は、

日
本
の
大
学
が
持
つ

知
的
文
化
や
技
術
な
ど
の
リ
ソ
ー

ス

（
資
源）

が
失
わ
れ
か
ね
な
い。

授

業
が
す
べ
て
英
語
の
国
際
教
養
大
で

は、

秋
田
の
伝
統
や
武
士
道
精
神
も

教
え
る。

大
学
に
つ
い
て
は、

社
会

も
偏
差
値
な
ど
園
内
で
し
か
通
じ
な

い
価
値
観
を
重
視
し
変
革
を
求
め
な

か
っ

た
面
も
あ
る。

大
学、

国
は
日

本
の
「
強
み」

を
見
極
め、

財
政
面

で
も
国
民
の
理
解
を
得
る
努
力
を
す

べ
き
だ。
（
社
会
部

朝
来
野
祥
子）

写真・鷹見安浩、中嶋基樹

東京大学は昨年1月、浜田純
一学長の主導で、学部生の入学
時期を全面的に秋に移行させる
構想を打ち出した。海外で圧倒
的に多い入学時期に合わせて国
際化を進める一方、入試は春の
ままにし、4月からの半年聞を、
社会貢献活動や短期留学などに
あててもらう期間とした。だ、が、
学内で慎重意見が相次ぎ、入学

時期は春のま ま9月に始業する案に
、後退、。2014年度の導入を目指し学

内で検討中だ。
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日本の「強みj見極め改革

秋

入

学
グ

後

退
。

国際教養大学長
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3
年
任
期
の
年
俸
制
を
採
用
し

た。

高
い
評
価
を
受
け
れ
ば
報

酬
は
上
が
る
が、

基
準
を
満
た

さ
な
い
と
再
契
約
は
な
い。

学
生
の
教
員
評
価
も
重
視
し

て
い
る。

私
自
身、

カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
サ
ン
デ
ィ

エ
ゴ
校
の

大
学
院
で
教
べ
ん
を
と
っ

た
際

に
初
め
て
学
生
評
価
を
受
け

た。

本
気
で
学
ぶ
学
生
の
目
は

鋭
い。

他
の
教

員
に
は
「
掲
げ

・

語

学

力

含

め

教

養

教

育

は

必

須

た
テ
ー

マ
に
つ

い
て
十
分
な
知

・

教

員

の

意

識

を

変

え

質

を

高

め

よ

識
を
持
っ

て
い

な
い」

と
手
厳

し
い
評
価
を
受

け
た
人
も
い
た。

既
存
の
大
学

で
の
大
胆
な
改
革
は
難
し
い
と

は
思
う
が、

日
本
の
大
学
は
国

際
社
会
で
後
れ
を
取
っ

て
い

る。

今
改
革
を
し
な
け
れ
ば、

そ
の
差
は
ま
ず
ま
ず
開
い
て
い

く
だ
ろ
う。

中嶋嶺雄

て
英
語、

1
年
間
の
留
学
や
留

学
生
と
の
共
同
生
活
を
義
務
付

け
て
い
る。

猛
勉
強
が
必
要
だ

が、
み
な
壁
を
乗
り
越
え、
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
や
個
性
を
磨
く。

2
0
0
4

年
の
開
校
以
来、

卒

業
生
の
就
職
率
は
ほ
ぼ
1
0
0

%
で、

い
わ
ゆ
る一

流
企
業
も

多
い。
教
育
へ
の
評
価
と
思
う。

卒
業
要
件
も
厳
格
に
し
た
の

で、

4
年
で
卒
業
で
き
る
学
生

は
約
半
分
だ
が、

卒
業
が
半
年

や
1

年
遅
れ
て
も、

教
養
と
学

国際教養大（秋田市）理事長兼

学長。専門は国際社会学。東京外

語大学長のほかカリフォルニア大

サンデイエゴ校の大学院など海外

大の客員教授も歴任Oワ6歳。

力
を
身
に
着
け
て
い
れ
ば
企
業

は
採
用
し
て
く
れ
る。

出
口
で

学
生
の
学
力
を
保
証
す
る
の
が

高
等
教
育
機
関
の
責
務
だ。

教
員
の
意
識
を
変
え、

質
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
だ。

日
本

で
は
教
員
が
厳
し
い
評
価
を
受

け
る
機
会
が
ま
だ
少
な
く、

年

功
序
列
の
中
で
甘
え
が
出
て
し

ま
っ

た。

学
生
に
真
剣
に
向
き

合
わ
ず、

十
年
一
日
の
ご
と
く

同
じ
テ
キ
ス
ト

で
同
じ
よ
う
な

講
義
を
し
て
い
る
ケ
l

ス
も
少

な
く
な
い。
国
際
教
養
大
で
は、


